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押韻技法の観点から見た名詞hantの用法

武市 修

はじめに

日本語の「手」は具体的な体の重要な一部を表わすことから「急須の

手」など物にも適用され、 「打つ手がない｣、 「その手の品」など手段・

方法・種類などを表わし、人との関わりや関係についても「手を結ぶ｣、

｢手を広げる」と言い、また、 「権力を手にする」「手を伸ばす」など支
かみて しもて

配力や勢力を意味する用法も多い。方向を示すと「上手、下手」となり、
じょうず へた

それが技術の巧拙を表わす場合には「上手、下手」となる。また、形容

詞や形容動詞に付いて「手痛い｣、 「手荒だ」などその意味を強める。他

にも「手のこんだ｣、 「手心を加える｣、 「触手を伸ばす」など枚挙にいと

まがないほど「手」は比職的な意味で、実に多様に用いられる。

一般に言語体系が異なれば、当然、異なる言語構造から表現形式も異

なる。しかし、それにも拘わらず一見何の関わりもない言語間にも人間

の営みとして共通する語の用法が見られるものである。日本語の「手」

を表わす今日のドイツ語のHZz〃にもよく似た意味内容・用法が見られる。

しかしここではそのような日独の比較をすることが目的ではなく、中高

ドイツ語のhantを押韻技法の観点から取り上げ、その特徴を明らかに

することが本稿の眼目である。

筆者はこれまで押韻技法の観点から、名詞の迂言表現としてdinc,ere,

liebe,geschiht,gewin,mare, lipを扱ってきた1．その続きとしてhantの用

l 『中世ドイツ叙事文学の表現形式』－押韻技法の観点から－近代文芸社、2006

年、 145-165ページ。 『イーヴァイン』における名詞、露reの用法、関西大学『独逸

文学」52号（2008年3月19日)、 23-49ページ。名詞の迂言表現一押韻技法の観点

からlipの場合一、大阪大学ドイツ文学会『独文学報』第24号(2008年11月1日)、
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法の検討を進めているが、これまでの検討結果をここでまとめてみたい。

l・ hantのさまざまな用法

1 , 1.本来の「手」およびその比職的な用法

中高ドイツ語の辞書にはhantの項目2にさまざまな作品から非常に多

くの用例が挙げられているが、意味上の分類としては大雑把に、本来の

意味と「物を置く側」という意味の二つしか分類されず、わずかに二つ

目の意味から「種類」を表わすことになるということが説明され、いく

つかの用例が挙げられているのみである。しかしそれぞれに挙げられた

用例とそれに付された現代語の説明から見ると、これらのhantにもさ

まざまなニュアンスの違いがある。筆者がこれまで輪読会などで読んだ

作品の中から書き留めてきた、中高ドイツ語の叙事詩に現われるhant

の用例をいくつか挙げてみよう。先ず、 『パルツイヴァール」から次の

2例を取り出してみよう （下線は筆者、以下同様)。

l)untdenkUngenedelgesteine/teilteGahmureteshant,/

undouchswazerdafiirstenvant. (Parz. 100,30-101,2)

そして王たちには、そしてまた、そこにいた諸侯たちにも

ガハムレトが手ずから宝石を分け与えた。

2)daergienceins61hiuh6hgezft,

swerderhatgelichetsit,

deshantiedochgewaldesphlac. (Parz. 100,23-25)

x I X xI X xI XX| xA|

そこではとても盛大な祝宴が催された。

のちにそれと同じような祝宴を催した者があるとすれば

その人は大きな勢力をもっていたに違いない。

17-39ページ。

2 Vg1.G.EBenecke/WilhelmMiiller/Fr.Zarncke:Mirre/hoch生"応c内“〃砂"eめ"c/i,1,

627a,31-631b,35.
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本題に入る前に先ず、これらの文に見られる、構文上新高ドイツ語には

ない用法を説明しなければならない。例1）の3行目swazの関係文中

にはswazにかかる、部分を表わす複数2格fiirstenがあるが、このよう

なswaz文（新高ドイツ語では、不定関係代名詞はswazでなくw“で、

それが部分の2格を伴うことはない）が表わすものを受けなおす時には、

新高ドイツ語ではふつう中性の人称代名詞あるいは指示代名詞が用いら

れる。しかし中高ドイツ語ではそれとまったく異なり、通常swaz文中

の2格の複数名詞に合わせて複数の指示代名詞が用いられる。ところが、

ここではそれが表わされておらず、 swazの前に1行目のdenkiingenと

同格の、 swaz文中のfiirstenを指す指示代名詞複数3格denを補って考

えねばならない。また、例2）の2行目のderは前行のeins61hiu

h6hgezftを指す指示代名詞の3格で、動詞gelichenの目的語になっており、

｢同じような祝宴を催す」という意味である。さらに、 1行目のs61hの

具体的な説明が2行目以下の2行となっており、主文と従属文という関

係になっていない。動詞phlacが文末に置かれているのは副文だからで

はなく、次行のbewacと押韻する必要からである。新高ドイツ語なら

so/Che加凡鉱mJss～となるところが、中高ドイツ語ではこの例のよう

な緩やかなつながりも含めてさまざまな可能性がある。

さて、本題に入ると、上例の1)では動詞teilteの主語はGahmuretes

hantであるが、 もしh弧を使わずにl格のGahmuretとするとニュアン

スが大きく異なる。というのも、直前にarabeschgoltgeteiletwart/

annenriternalgemeine (100,28f) 「アラビア産の黄金が貧しい騎士た

ちに皆同じように分け与えられた」とあり、身分の低い騎士たちにはお

そらく家臣に黄金を与えさせたが、王侯にはガハムレト王自身が自らの

手で与えたということが、hantを使うことによりはっきり示されている

と言える3。 もちろんここは、押韻上もこの表現が必要なことは言うまで

3 D.キューン(DieterKiihn)はこの個所をGahmz"℃”e"ej"eseﾉ伽と訳し、Rク

ネヒト (PeterKneCht)は昨"KZWge"sc"e""e"eHt""dGα力加"だ“E上たぷe〃eで表

わしているのも頷ける。WolfiamvonEschenbach:P""jvaﾉ.Bandl,NachderAusgabe

KarlLachmanns, revidiertundkommentiertvonEberhardNellmann, Ubertragenvon

DieterKUhn,FrankfilrtamMam:DeutscherKlassikerVerlagl994.;およびWolffamvon
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もない。

これに対して2）では、 2行目のswerの関係文で表わされる人を3

行目の指示代名詞desで受け、 deshantが1) と同じように動詞（ここ

はphlac)の主語になっている。直訳すれば「その人の手は何と言って

も大きな勢力をもっていた」ということになろう。 2）のhantにも支

配力や勢力を表わす意味が内包されているが、 swerで表わされている

人そのものを受ける指示代名詞のl格derを用いる場合とどれほど明確

な違いがあるのだろうか4･ここは押韻の必要もなく、 deshamの代わり

に指示代名詞の1格derでも、次のように行首余剰音がなくなりタクト

が揚音で始まることになるだけで、韻律上問題はない。以下に見るよう

にhantの語法も大抵は押韻とリズムに関係しているが、ここはおそら

くは文体上の問題であろう。

deriedochgewaldesphlac

|XxIX xIXxIXN

実際、同じような表現で、例2）のように指示代名詞の2格とhantを

用いず、関係文ではあるが次のようにl格だけの表現もある。hantを用

いるのとそうでないのとではどれほどニュアンスの相違があるのか、微

妙なところである。もちろん3）ではこの行は、この表現でl音節の行

首余剰音のあと強音と弱音が交替するスムーズな流れになっている。

3) diegebnloderwarnvonh6herart,/

vonNTnus,dergewaldespHac/ewurdegestiftetBaldac.

x I Xx l X xl Xxl X'､ | (Parz. 102,10-12)

この二人の兄弟は高い血筋で、バクダードが建設される前

Eschenbach:Pα〃jvaﾉ.MittelhochdeutscherTbxtnachder6.AusgabevonK.Lachmann,
●C

UbersetzungvonPeterKnecht,EinfiihrungzumTextvonBerndSchirok,Berlin/New

YOrkl998の当該箇所を参照。

4 上のふたりの訳者もこの個所はそれぞれ‘加加z4fe"gn"zgewα"軽γHc〃gEw“e〃

se腕および咋r加峨e夢｡βeMQc"6""ze〃として、とくにhantの意味を出していない。
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権勢を振るっていたニーヌスの後喬であった。

この文の3行目のeはeheの意味の従属接続詞であるが、動詞wurde

(werdenの接続法過去5)が直後に来ている。ここもこの語順は押韻とリ

ズムのためで、 2）の場合とは逆である。このように中高ドイツ語の脚

韻文学では、動詞の語順は主文と副文の判定基準にはならない。

同じひとつの動詞の主語にhamを用いるのとそうでない用例をもう

ひと組見てみよう。

4)vordenwirtnimmernihtgespart,

desiebejagenmacmfnhant. (Parz.8,6-7)

およそ私が手に入れられる限りのものは決して

彼らの前で惜しまれない（＝惜しみなく分け与えよう）

5) SigmuntundeSiglimdiemohtenwolbejagen

mitguotemichelere; desteiltevilirhant. (Nib.29,2-3)

ジグムントとジグリントは財宝によって大きな誉れを

手に入れる術を心得ていた。彼らは多くの財宝を分け与えた。

例4）の2行目のdesは、置かれた位置からすると関係代名詞であるが、

主文でnihtにかかる先行詞の役割をする2格の指示代名詞desと関係文

でbejagenの目的語になる4格の関係代名詞dazを一語で兼ねる働きを

するもので、des,daz (新高ドイツ語なら庇SSe",W"Sとなるところ）が

2格の形に牽引されて一語で表わきれたものである。これは中高ドイツ

語によく見られる独特の現象で、強弱の音節からなるタクトが1行中に

4つ（『ニーベルンゲンの歌』では4行1節の1行目から3行目までは

7つ、 4行目だけ8つ） と韻律上制限された範囲内で、音節数を少なく

5 比較の対象を導く接続詞danneやeの文中では、上位文が肯定の時にはふつう接

続法になった。これも中高ドイツ語独特の現象である。Vgl.HennannPaul:

A""eﾉ加c〃火"応c"eGra加加α肱19.AuH.,bearbeitetvonWMitzka,2.Druck.TUbingen

l966， §368.
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する一つの便利な手段であった6．動詞bejagenの主語はここではmfn

hantだが、例5)では1行目の前半で挙げられたSigmuntとsiglintを後

行で受けなおす複数の指示代名詞dieである。例l) と違って4)の

minhantにはほとんど意味はなさそうであり、 ichでは押韻できないの

でこの表現になっていると考えられる。この例の2行目も動詞teilteの

主語が例1） と同じようにh猟であるが、ここはとくに「彼らが手ずか

ら分け与えた」というほど強い意味はなく、押韻の関係で人称代名詞si

でなく irhantになっている。 3人の翻訳者7とも、 このirhantの訳にと

くにhantは出さず、 3人称複数の人称代名詞siで表わしている。

次に『善人ゲーアハルト』からの3例を見よう。

6) s6gabichmitminerhant/eteswenneinaltgewant, (g.Gerh､955f)

そんな時私は自分の手で時には古着く、らいは施しましたが、

7)dazmirniemenisterkant/Uberelliuheidischiulant

demichsig&beanebant,/waneineminesherrenhant,

(g.Gerh. 1931-34)

すべての異教徒の国中で私が彼らを縛なしに引き渡すべき人は

ただひとり我が主以外に誰も知らないということを、

8)vonKantdesherzogenhant/istinderwerdekeiterkant/...

ケント公の名望は次のことでよく知られている (g.Gerh.6191f)

6 habenの代わりのhan、 lazenの代わりのlanなどの縮約形が多用されたのもこの

理由によるところが大きい。逆に音節数を多くする必要のある時は、 ichの代わり

にminlipを用いるなどのいわゆる迂言表現が大いに利用された。武市修『中世ド

イツ叙事文学の表現形式』、 「はじめに」を参照。

7 D"M6e/""gE""edLMittelhochdeutscher Tbxt undUbertragung, 2Tbile・ Hrsg.,

UbersetztundmiteinemAnhangversehenvonHelmutBrackert,FrankfilrtamMain

1987;DasM6eﾉ""ge""edbMittelhochdeutsch/Neuhochdeutsch.NachdemTbxtvon

KarlBartschundHelmutdeBoorinsNeuhochdeutscheUbersetztundkommentiertvon

SiegfifiedGrosse,Smttgartl997およびD"M6eﾉ""g巴"/je“NachderHandschriftCder

BadischenLandesbibliothekKarlsruhe,MittelhochdeutschundNeuhochdeutsch・Hrsg.

undiibersetztvonUrsulaSchulze,RegensbuIg2005の当該個所を参照。
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6）のmitminerhantのhantはまさに私の「手」そのものを意味する。

これに対し7）では直訳すれば「ただ一つ私の主の御手」であるが、 3

行目の関係代名詞demの先行詞が1行目の人を表わすniemenであり、

それと比べているので、 とくにここでは「手」が強調されているわけで

はなく、bantと押韻する必要からhantが用いられていると思われる。 8)

ではそれが一層はっきりしている。直訳すれば「ケントの公爵の手はそ

の名望において、次のことでよく知られていた」であるが、意味すると

ころはまさにderherzogevonKantである。しかしそれでは押韻は可能

であるものの行を満たせないので、韻律上の必要からこのような表現に

なっており、これも一種の迂言表現である。同じような迂言表現で、人

の書き換えとみなされるhantが複数になっている極めてまれな用例が

『ニーベルンゲンの歌』にあるので、それを見てみよう。

9) s6sol ichlazenkiesen, dazdiehendemfn

xI xx I Xx l =|え八| | X xI XxI xA|

wellentvilgewaltec hiezenBurgondensin. (Nib. 122,3-4)

| Xx IX xl =!X/､| |X x l =|x x IxN

それならわしがここブルゴントの国で大きな力を

持っていることを見せてやろう。

ここは1格のウムラウト形hendeと動詞wellemの語形から、主語die

hendem前は明らかに複数形であることが分かる。押韻のためにminが

行末に置かれているが、このような迂言用法ではふつう単数のhantが

用いられるのに、ここはどうして複数にしなければならないのであろう

か。これはこの行の滑らかな流れを作り、次行の前行のリズムを整える

必要からこの形にせざるを得ないのであろう。すなわち、単数のhant

にすればこの後行は4音節となり、そのうちで強音が3つになるため、

行が滑らかに流れない。また、次行の前行もwellentでなくwilとなる

ため、 5音節のうち強音が4つになり、これもぎごちない流れになる。

行の下に韻律符号を示したように、これらの形でそれぞれの行のリズム

が滑らかになるのである。

hantが押韻のために用いられている例をもう少し見ると、

41



武市 修

10) Ichgibeiuminetriuwe undsicherlichehant,

dazichmitiurfte heiminiuwerlant. (Nib.2340,1-2)

私は真心かけて確かにお誓いしよう、

そなた達と共にそなた達の国元へ参ることを。

このsicherlichehantを辞書ではsicherheitとほぼ同義だとしている8．し

かしH.デ・ボーア(HelmutdeBoor)は脚注で、これはz蛎姉er"庇〃

"q"cMFc〃蛇「手を打って誓うこと」だとして、 「手」の十全の意味を認

めている9．他のふたりの編者も彼の解釈を採り、それぞれ"ん〃gebe

E"cル卿e加恥〃〃"〃siche""E"ch伽'℃ルHZI"伽ch姥Z", C北Jβ…“および

"た〃gebee"cル"e加恥〃〃"dve岬ﾌ花cﾙe加C北H""cZc叱りβ…“と訳してい

る'0．

それでは同じく 『ニーベルンゲンの歌』からの次の例はどうだろうか。

ll) ersprach: ,,sichsolvennezzen nihtwidermichdinhant

ichbineinkmecrfche, s6bismkUnegesman. (Nib. 118,2-3)

彼は言った『そなたが思い上がってわしに挑戦するなどとは。

わしは富貴な王である。しかしそなたは王の一介の家臣にすぎぬ。

sichwiderjmvennezzenは「思い上がって（不遜にも）～に挑戦的な態

度をとる」という意味で、 2格の目的語をとることもある。この用例で

は主語dinh弧のhantにはほとんど意味がなく、これも押韻上の必要か

らdnの代わりにdTnhantが使われている。 『イーヴァイン』にも1例

vemezzenのこの用法が見られるが、次のようにhantは用いられていない。

12) swesichmichvenn&ze/widerunsernherrengot,/

8 BMZ,II2,259a, 13.

9 D"M6eﾉ""g己""ed・NachderAusgabevonKarlBartsch,hrsg,vonHelmutdeBool;

22. revidierteundvonRoswithaWisniewskierganzteAuHage,Mannheiml988,Anm.zu

2340,1.

10H.BrackertおよびS.Grosseの当該個所参照。
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押韻技法の観点から見た名詞hantの用法

desgeviengichschadenundespot. (Iw.5282-84)

もしも私が何か我らの主なる神様を冒漬するようなことをすれば

そのために私は損害と恥辱を受けることになろう。

次の例はどうだろうか。

13) sonegewuohsanrittermilterhant

vorimnieiiberelliulant/…(Parz.26,17-18)

また、彼以前にはどんな国においても

これ以上気前の良い騎士は生まれたためしはありません

14)dietragentwerlichehant. (Parz.48,24)

彼らは戦闘能力に優れています。

13)のmilterは形容詞milteの比較級の無語尾形でmilterhantが主語で、

直訳すると「騎士の中でこれ以上気前のよい手が生まれたことはない」

である。Eマルテイン(ErnstMartin)はこのmilterhantをe腕e旋呼bjge"

Hn"αとして比較級であることを示し、ここでは比嚥的に〃城e花

IWEe蛇膨〃の意味であると注釈している''｡gewuohsはwahsenの直説

法単数過去に前綴りge-が付いた形で、 ge-は動詞の過去形に付けられ

て過去完了に相当する役割を果たしている。この個所のwahsenは

e"応だ〃e"の意味で、前置詞an+人の3格を伴い、 『ニーベルンケンの歌』

に見られるwazerenanimwiiehseundwiesc$newassinllp(Nib.22,3)

｢どれほど彼の名望が高まり、いかに彼が美丈夫に成長したか」と同じ

ように比職的な表現である。ちなみに、H.デ・ボーアはこの部分を

w卿彪/Eﾉ"℃加〃""〃e,Zz"w"Cﾉ"すなわちw彪e"6egieJ"ig""αz"gたた〃e/"℃"vo"

eJ･sjC/ie"rwic膨舵の意味であると説明している12｡ 14)のhant･も比職的

に用いられ、werlichehanttragenで「戦闘能力に優れている」の意味で

ある｡werlichehantはさらに人を表わすこともあり、 dievuortenwerliche

11 "o!加加jvo〃鰯c力e"6achPα"jVaﾉ"〃万r"花ﾉ.2Teile.Hrsg.vonErnstMartin,Halle

1900u. 1903,2.Tei1,Anm.zu26,17.

12HelmutdeBool;Anm.zu22,3.
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hant(Wiga1.9569)が「彼らは男らしい勇士であった」となる。

hantが体の一部としての「手」から比嚥的な意味に転用される用法を

辞書に挙げられている例からさらに拾い出してみると、 dieh6hstenhant

tragen(Parz.269,16.316,8その他多数） 「最高の手をもっている」もの

で神を意味する。hantはtragenの目的語になって、また、

15)Willalmbinichgenant;/getragichimmergebendehant,/

iuwirtvergoltendisiunal3(Willehalml35,17-19)

私はヴイレハルムと申します。 もしいつか人に贈り物ができるよ

うになれば、あなたにこのご馳走のお返しをいたします。

のように、 gebendehanttragen「与える手をもつ」が「贈り物をするこ

とができる状況になる｣13の意味で用いられる。ところで、この例の2

行目getragは次に続く弱音節ichと母音衝突するため動詞の人称語尾-e

が欠けた形である。ここでは前綴りge-は動詞の現在形について未来を

表わしている。

hantはさらに、空間的に具体的な幅の広さを示すhendebreit(Parz.

386,25） 「手の幅ほどの広さの」から、時間的長さの表示にも転用され

einerhendewile (Kudr. 384,3)でsovie/Zｾ〃α恥加α〃bm"c肱〃〃‘北

"q""""2z"Ae〃花〃「手のひらを返すほどの短い時間」を表わす。

hantはまた、前置詞の目的語になってさまざまな比職的意味をも表わ

す。 stritanderhanthaben(TTist.8709)で「戦いを背負い込む｣、 durch

sinehendeganlazen(TiFist. 15219)で""e閥，"Che",〃雌〃「調べる」を意

味する'4｡ sinredemitirzehandennemen(Trist. 19272)で「彼女と話し

始める｣、 inminervrOuwenhantsin(TTist. 11410)で「御方様の支配下

にある｣、heltzenhanden(Parz.48,30)で肋"”be蹴娩j卿も花r仇〃｢て

だれの勇士｣'5，さらに、副詞的にも用いられ、bihandenでsog"c"、 ze

13Vgl.BMZ, 1,623a,6ff

14Vgl.GottfiFiedvonStraBbu鰹：乃応'α"・NachderAusgabevonR.Bechstein,hrsg・von

PeterGanz.2.Tbile,Wiesbadenl978,Anm.zul5223.

15Vgl.K.Bartsch,Anm.zul,1440.
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ietwederhantでz"be"た〃舵舵〃の意味になる。

「手」はまた、さまざまな意思表示にも使われる。diehambesliezen(Erec

1413)で"jc〃α""eﾙ"e"wo此","bsqge〃「受け取ろうとしない、拒む｣、

diehantbieten(Nib.250,4)でz"sag巴〃「約束する」を意味する。さらに

jmdiehendevalten(Parz.51,8) 「両手を組み合わせる」で封臣が封主に
対して忠誠の誓いをするしく、さを表わし、組み合わされて差し出された

両手を君主は自分の両手に包みこんで封臣を受け入れることを示した。

l ,2． 「種類｣、 「方向」を表わす用法

「種類」を表わすhantはふつう、次のように数詞や形容詞al,manec

などを伴って複数の2格形で名詞にかかる16。

16) dazichselbevierde zeviertagentrage

iedrierhandekleider undals6guotgewant,

dazwiranescande ramenPriinhildelant． (Nib.360,2-4)

我々4人が4日間それぞれ3種類の衣装を、

それも、恥をかかずにプリユンヒルトの国を

立ち去れるような立派な装束を身に着けられるように

ここはグンテルがプリュンヒルトに求婚するためにイースラントの国へ

4人で旅立つに当たり、かの国で恥ずかしい思いをしないように身に着

けるべき豪華な衣装を整えてくれるよう、妹のクリエムヒルトに頼むく

だりである。J.グリム(JacobGrimm)によれば、古高ドイツ語では

hantを「種類」の意味で用いた用例は見られないということである17が、

中高ドイツ語になるとこの意味でhantはよく用いられる。また、中高

ドイツ語の数詞は形容詞的に用いられる場合、 lから12まで語尾が付く

16 J.グリムは16)の例は複数とみなしているが、このような2格のhantの多くは

単数形である、あるいはそう思われるとしている。しかし形が同じでありその見

極めは困難である。Vgl.J.Grimm:De"応c/zeGr""加α"k,3,78.

17 Ebenda,3,77.
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ことがある。 16)のdrferhandeは語尾が付いた複数2格で4格のkleider

にかかり、 drierhandekleiderで「3種類の衣装」である。

hantはまた、 dakertzerzeswenhende(Parz.225,26) 「そこを右手に

回れ」のように方向を表わし、このようなhantがまた比職的にも用い

られて、

17) ichlazeezallezz'einerhant

beidiuliuteundelam. (Trist. 14219-20)

私には国民もお国のことも

もうどうでもいいのです。

allezzeeinerhantlazenは「すべてを一つの方向へ捨てる」という意味

から転じて、 sic力〃jc紬α"Sα腕αC〃e",Sich〃jC〃"加釘k伽加er〃という比

嶮的な意味になり、ここでは「人民も国もいっさい自分にはどうでもよ

い」ということになる18。「種類」を表わすhantがまた、ほとんど意味を

もたずに、

18) diekundeerwolgemeren

mitallerhandereinertugem. (a.H.63-64)

xIXxI X xIXxIoツハ｜

彼はそれ［この世の誉れ］をあらゆる清らかな

徳操でもって十分に増やす術を心得ていた。

このallerhandeは複数2格でreinertugentにかかる。 reinertugentは単

数3格であるが、集合的概念で複数に相当する。この例ではhandeには

ほとんど意味がなく、行の下に示したようにリズムを整えるための迂言

用法であろう。「ニーベルンゲンの歌』にもこれと同じような表現がある。

19) allerhandedingewaserimgereht. (Nib.99,2)

彼はジーフリトのどんな命令にも従わねばならなくなった。

18 BMZ, I,947a,37f;RGanz(hrsg.):乃応rα",2.Tbil,Anm.zu24223
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ここは、威風堂々たる見知らぬ勇士がブルグント宮廷に姿を現わしたと

き、それが誰か尋ねられたハゲネが、会ったことはないが噂に聞くジー

フリトかもしれないと言って、主君たちにジーフリトの若い頃のエピソー

ドを語る場面の一節である。すなわち、ジーフリトがある時、ニーベル

ンゲンの宝の分配をめぐって、シルブンクとニベルンクの兄弟が争って

いるところへ行き合わせ、仲裁の労を頼まれたのであれこれ和解案を示

すが、ふたりは納得せず不満を露わにする。そこで腹を立てた勇士がふ

たりを含め、居合わせたニベルンク族をすべて討ち果たし、宝を自分の

ものにする。宝の番人であった力自慢のアルベリヒが主君の仇打ちをし

ようと激しい戦いを挑むが、結局、打ちひしがれて屈服し、服従を誓う

ことになる。この例のerはアルベリヒのことである。

allerhandeは複数の2格でdingeにかかり、 dingeは名詞dincの複数

2格である。H・デ．ボーアも脚注で説明しているように'9，形容詞

gerehtは人の3格と事柄の2格とともに「ある人のために進んであるこ

とを行なう用意がある」という意味で3人の訳者はそれぞれ"6e沈ル

w"z"/ec〃〃rVO〃助re'．w"施舵〃加花〃(H.Brackert)、 Z〃α/彪加war

z4/beγ肋beだ〃(S.Grosse)、 4必e"chwc"･z"α"e"Die"sie"beだ〃(Ursula

Schurze) と訳している。ブラッケルトのみ、 hantの「種類」という意

味を残しているが、他のふたりはそれを省いているように、ここもhant

の意味はほとんどなく、 リズムを整えるためにこの表現になっていると

言える。

また、稀にhantが名詞にかかることなく、それ自身が2格の形で4

格やl格の代わりに用いられる例も見られる。

20） lah唾ren,welherhande／kanmanindlnemlande？ （Trist､3541-42)

さあ、聞かせておくれ。君の国ではどんなことをやるの。

21)derlahtemanigerhandemitschinewiderdazgolt. (Nib.436,3)

これらのさまざまな宝石が黄金と競い合って光り輝いていた。

20）のwelcherhandeにR.ベヒシユタイン(ReinholdBechstein)は脚注

19Vgl.H・deBoor,Anm.zu99,2
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で「名詞を伴わないでwe此her“α""w"の意味である｣20と述べ、彼

の版を改訂したRガンッ(PeterGanz) もwelb/W4"すなわちwas

α"esの意味であると注を付けている21。動詞kunnen(nhd.肺""e"）は2

格の目的語をとることはなく、ここでは2格のwelcherhandeが単独で

kanの目的語として4格の代わりをしているのである。21)の例でも

manigerhandeに対しH・デ・ボーアが、これは"α"cﾉ7el･〃の意味で、こ

れにvo刀娩"Sie加e〃を意味する2格の指示代名詞derがかかっていると

しているように、 2格manigerhandeが1格として扱われ、動詞IOhte

(liUhtenの単数過去）の主語になっている。また、腕α"c〃e'〃の語形に

ついてはα"e油α〃を参照するようにと指示している22。ちなみに

腕α"ch”〃の-〃も元来「種類」を意味する女性名詞であり、中高ドイ

ツ語ではleige, leieと綴られることもあるが、 allerhandeと同じように

本来2格であり、今日のα"e油α"“α脆"飢加α"cheF･はなどはそれらが一

語で綴られて無変化の形容詞や名詞として用いられるようになったもの

である23。ついでに言えば、例21)のmanigerhandeはB写本とC写本
に見られる形であり、A写本ではhandeでなく、 しかも一語で綴られた

manigerleyeとなっている。

教訓文学に位置づけられる『イタリアの客人』にはhantの用例が少

ないが、 「力」を表わす用例と「側」の比職的な用例の2例見ておこう。

どちらも今日のHtM"dに共通する用法である。

22) jaistgaringoteshant/beidiuhimelundelant: (WGast6141-42)

まことに天も地もすべて神のみ手の中にあります。

23) liigeistmirwiderz&megar./ineinerhantsivreudetreit

inderandernsorgeundleit. (WGast2044-46)

私は嘘は大嫌いです。それは一方では喜びをもたらすが、

20ReinholdBechstein (Hrsg.):乃応"". 2Tbile,5.AuHage・Leipzigl930(Deutsche

KlassikerdesMittelalters7.u､8.Band),Anm.zu3539.

21 PeterGanz (hrsg.):乃緬α".Anm・zu3539

22H.deBooLAnm.zu436,3.

23 Loだ〃の-/eiはこれとは語源が異なり、 「岩」を意味する。
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他方では不安と苦しみをもたらします。

2． 『イーヴァイン』におけるhantの用法

上で見たように、名詞hantは具体的な「手」の意味からさまざまな

比職的意味まで実に多様に用いられるが、押韻文学の中でどのような役

割を果たしているのか、 『イーヴァイン』の用例を分析してみたい。先

ず本来の「手」の用例から見よう。

24) ezistumbensteinals6gewant: /swerinhatinbl6zerhant,/

denmacniemen,aldievrist/unzerinbl6zerhantist,/

gesehennochgevinden. (Iw. 1203-7)

この石にはこんな力があります。それを素手に着けている人は

それが素手に着いている限り、誰もその姿を見ることも

見つけ出すこともできないのです。

ここは妖精の国とおぼしき森の国のアスカローン王に一太刀浴びせ、逃

げ出した王を馬で追いかけ、 うしろから止めの一撃を与えた瞬間に、落

し門を前後に落されて、主人公が閉じ込められた場面である。例文は、

絶体絶命の危機の中、秘密の通用門から入ってきた侍女ルーネテが、昔

アルトゥース宮廷で助けてもらったお礼に彼を助けるべく、指輪を一つ

手渡して、その指輪の石の効能について彼女が述べたものである。 stein

は指輪と同義である。姿を見えなくさせるこの指輪の力について、ルー

ネテはのちにもう一度触れ、 イーヴァインの命が救われるようにden

steindenichiuhangegeben,denbesliezetiniuwerhant. (1234f) 「私がお

渡しした指輪を指にはめてください」と促す。この個所についてG.F.ベ

ネッケはsteinがここでは「指輪」で、 s舵c舵r昨〃'j"gα"庇"戸"geγの意

味だと注釈を付けている24。

24Vgl.HartmannvonAue: ノwe加.Hrsg. vonG． F.BeneckeundK. Lachmann, 6.

Ausgabe,Berlinl966,Anm.zul235.ベネッケはここで、 dazvingerlinanderhantで

もinderhanttragenでも意味は同じだと述べているが、改訂者L.ヴォルフ(Ludwig
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ちなみに、今日のドイツ語では「指輪」はe加e"R蝿α"@FY"geF･

rmge"のように指にはめるものであるが、中高ドイツ語では指輪はrinc

ではなくvingerlinと言い、いわゆる「指にはめる」という言い方を筆

者はこれまでまだどの文献にも見たことがない。この作品に何度か出て

くる場合もdazvingerlinan(またはin)derhanthaben(あるいはtragen)

である。

また、上の例のbl6zhant「むき出しの手」から次のように、 「手のよ

うにむき出しの」という直職表現も可能になるらしい。

25) erbrachSinesiteundsfnezuht/undzarteabesingewant,/

dazerwartbl6zsameinhant. （3234-36）

彼は礼儀もたしなみも忘れ、着ているものも引きちぎり

丸裸になってしまった。

bl6zsameinhantは「手のようにむき出しの」から「身に何も着けず丸

裸の」という意味になる25．

hantはまた、その「手」をもっている「人」を表わす。

26) dazensolnihtlangersfn/aneinerungetriuwenhant: (3194-95)

指輪はこれ以上不実な人の手に委ねておくわけには参りません。

27)mirervahtmineineshant/einvrouwenundeinrfchezlant; (3527f)

私は自分一人の手で身分の高い夫人と豊かな国を勝ち取った。

1年の期限を切って愛するラウデイーネのもとを離れ、アルトゥース宮

廷に戻ったイーヴァインが、騎士の楽しみに没頭するあまり期限を守ら

ず、騎士にあるまじき約束違反という大きな過ちを犯した。26）は、ラ

WoIff)は第7版で前置詞をanからinに代えている。

25そこからさらに比峨的にhendebl6zなる言い方も可能になり、 『ニーベルンゲン

の歌』に一個所bfimw&reKriemhilthendebl6zbestan(Nib. 1126,3) ｢(もしジーフ

リト殿が健やかな身でいてくれたとしたら）クリエムヒルトは手に何の財物がな

くとも彼のもとにとどまったことであろう」という表現が出てくる。
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ウデイーネから絶縁を伝える使者として使わされたルーネテが愛の証に

イーヴァインがもらった指輪の返還を求めた言葉である。「不実な人の手」

とはもちろん、イーヴァインのことである。27）は、そのショックの大

きさに気がふれてアルトゥース宮廷を出て森に迷い込み、獣のような生

き方をしている状態から、ナーリゾーンの夫人の秘薬でもって癒された

主人公が正気に戻った時、それまでのことを夢の中の出来事として振り

返った台詞の一節であり、mineinesh弧はjchα"e加の意味である。こ

のような「人」を表わすhantは比較的多く7例26見られ、すべて行末で

押韻に用いられている。

hantはまた、抽象名詞の書き換えになる。次の28)は横暴な求婚者に

苦しめられていたその恩人を彼の力で救ったあと、旅立つことになる場

面で、 sinergehUl6genhantとは具体的にはsinerhilfeのことであるが、

それでは行が満たされず押韻もできないので、この表現になっている。

28)d6diuvrouwevonNaris6n/irn6tiiberwam/

vonsinergehiilfigenhant, (3802-4)
八

ナーリゾーンの女領主が彼の助けによって

彼女の苦難を切り抜けた時、

次にh剛が前置詞句として比瞼的な意味に使われている例を見てみ

よう。

29)unzdazsfiumitvrierhant/gapirlipundeirlant,/

dazirdazsoldetbewarn. (3157-59)

そして奥方様は自ら進んで、あなたに守ってもらうために

その身と国をあなたに委ねられたのです。

30) sientlihenbedeOzvollerhant,

undwartnachgeltenihtgesant: (7165-66)

彼らはふたりともたっぷりと貸し与え、

資金を取りに人を送る必要はなかった。

26 27）の例以外に743.806.2781.2879.6960.7629
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29）のmitvrierhantはTh.クラーマー(ThomasCramer)がα"se樺"e"

4"師e6と訳し、M.ヴェールリ (MaxWehrli)がα"S批柳駒"c舵"で表

わしているように「自ら進んで」という副詞的表現である。30)は、黒

茨伯のふたりの娘の遺産相続争いで、事情の分からないままそれぞれ姉

妹の代理の戦士となったイーヴァインと彼の親友ガーヴァインが、お互

いに相手が誰か知らないで壮絶な戦いを続ける様子を、お金の貸借関係

になぞらえて表現したものである。彼らが互いに相手に与えた剣の打撃

の甚だしさを、資金をたっぷり持って気前よく貸し与えることにたとえ、

その打撃に対するすさまじい反撃を、借りたお金を十二分に返済するこ

とにたとえる。Ozvollerhantは「たっぷりと」の意味である。

方向を表わすhantは『イーヴァイン』には2例見られる。そのうち

のl例を示しておこう27。

31) hinwistemichderwaltman/einensticzederwinsternhant:
－

その森の野人は私に左手の方への道を示しました。 （598-9）

「種類」を表わすhantはふつう2格で名詞にかかることを第1章で見

たが、 「イーヴァイン』ではこのかかり方が逆になり、次のようにhant

が4格で2格の名詞を伴う例がl例見られる。次行のgenandeと押韻す

る必要からこのような格の入れ換えになっていると考えられる。

32) allerdertierehande/diemanmiriegenande,/

vehtenunderingen/miteislichendingen. (405-8)

私がこれまで聞いたことのあるあらゆる種類の動物が

恐ろしい勢いで戦い、争っている（のを目にしたのです｡）

ここは、アルトウース宮廷でざる聖霊降臨祭に催された祝宴で、失敗に

終わった自らの武者修行の旅での出来事を話すカーログレナントの語り

の一節である。この部分は2行前のdagesachichmirvil leideに従属す

る不定詞句であるが、ふつうはallerhandetiereとなるところが、それ

27 もうl例は265のnachderzeswenhant (右手の方へ）
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では押韻できないのでこの語順になっている。 handeが4格であること

はJ.グリムも指摘しているとおりである28。「種類」を表わす他の3例で

はいずれもhandeが2格でl格または4格の名詞にかかり、その名詞で

押韻している29。なお、4行目のmiteislichendingenも迂言表現の一種で、

eisITchenという一語の副詞を使う代わりに押韻するために用いられた代

用表現である30.

以上、 『イーヴァイン』に見られる特徴的な用法を見てきたが、この

作品にはhantの語形は36例見られ、そのうち33度、率にして91.67%が

行末で押韻に用いられている。押韻相手は12語あり、最も多いのが名詞

lantと動詞vindenの過去vantで、それぞれ7度ずつ3'、 sendenの過去分

詞gesantが4度32、 pfantが3度33などである。36例のうち体の一部とし
ての「手」は18度で、あとは何らかの比職的な意味や人の言い換えであ

る。

おわりに

上で見てきたようにhantはさまざまな比瞼的意味で押韻にも大いに

利用されている。 『イーヴァイン』以外にも 『ニーベルンゲンの歌』で

は183例中178度、率にして実に97,27%もhantが行末にきて、そのうち

91度、半数以上がlantと韻を踏んでいる。ここにも英雄叙事詩としての

この作品の特徴が表れている。 『パルツイヴァール』では用例数が非常

に多く281例を数え、そのうち218度(77.58%)押韻に用いられ、最も

多い押韻相手は「国」を意味する何らかのlantが46例弘、動詞vindenの

28Vgl.J.Grimm,3,78.

29woldrierhandecleit (2192), inwarenallerhandecleit (4920)およびanderhande

arbeit (5713)である。

30武市修： 『中世ドイツ叙事文学の表現技法｣、 147~148ページ参照。

31 1antとは743. 1772.2781.2879.3157.3527.3990であり、 vantとは265.284.599.

2529.3460.5569.6492.である。

32 2583.3159.3602.7165.

33 1235.7221.7553.

34単独の名詞lantの他に合成語の国名KukamerlantがCukamerlantl例を含んで6例、
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過去Vamが36度であり、それらを含めて全部で41語と押韻している。

この数は次に多い『ニーベルンゲンの歌』の24語と比べると圧倒的に多

い。ここにも 「パルツイヴァール』の用語上の多様さが見て取れる。『ト

リスタン』では121例中85度（70.25％）である。これらの叙事作品と比

べると当時の社会批判文学である格言詩『イタリアの客人』ではhant

は30例と最も少なく、そのうち押韻は22度（73.33％）であり、この点

でもこれまで見てきたジャンルによるこの作品の用語上の違いが読み取

れる。
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Zum Gebrauch des Substantivs hant 

- unter besonderer Berücksichtigung 
der Endreimdichtung -

Osamu TAKEICHI 

Im Anschluss an die bisherigen Recherchen der Umschreibungs

ausdrücke durch die Substantive dinc, ere, liebe, geschiht, gewin, mcere 

und lfp wird in der vorliegenden Arbeit die Gebrauchsweise des Sub

stantivs hant in der mittelhochdeutschen gebundenen Dichtung unter 

besonderer Berücksichtigung der Endreimdichtung behandelt. 

Im mittelhochdeutschen Wörterbuch wird hant, in zwei Gruppen 

geteilt, mit vielen Belegen aus verschiedenen Werken erklärt: in der 

eigentlichen Bedeutung mit deren bildlichen Wendungen und in der 

Bedeutung „die Seite, nach welcher hin man etwas legt". In die letztere 

gehören die Belege, in denen hant „Art, Sorte" bedeutet. 

Außer einigen Beispielen in ihrer eigentlichen Bedeutung dient hant 

in vielen Belegen zur Umschreibung wie min hant statt ich, von Kant 

des herzogen hant statt der herzoge von Kant usw. In solchen umschrie

benen Fällen bildet hant meistens mit irgendeinem Wort einen Reim. 

hant steht am Versende im Nibelungenlied 178mal von 183 Belegen 

(97,27 % ), im Iwein 33mal von 36 Belegen (91,67 % ), im Parzival 

218mal von 281 Belegen (77,58 % ), im Tristan 85mal von 121 Belegen 

(70,25 % ). Im Gegensatz zu diesen epischen Werken kommt hant im 

Wälschen Gast, der zur Spruchdichtung mit sozialer Kritik gehört, am 

mindesten vor: 30mal, wovon hant 22mal (also 73,33 % ) zum Reimen 

dient. Der häufigste Reimpartner von hant ist das Substantiv lant. Auf 

lant reimt sich hant zum Beispiel im Nibelungenlied 91mal, im Parzival 

46mal, im Tristan 42mal, im Iwein 7mal und im Wälschen Gast 8mal. 

In der mittelhochdeutschen Dichtung kommt es sehr darauf an, wie 

geschickt die Dichter Reime und fließende Verse bilden. Zu diesem 
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Zweck benutzen sie alle sprachlichen Möglichkeiten, worunter die 

Umschreibung ein wichtiges Mittel darstellt. Das Substantiv hant spielt 

in diesem Punkt eine große Rolle. 
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